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令和６年２月草津市教育委員会定例会会議 次第 

 

                令和６年２月２０日 午後３時００分開会 

（草津市役所 ６階 教育委員会室）  

 

日程第１ 会期の決定について 

 

日程第２ １月定例会会議録の承認について 

 

日程第３ 教育長報告 

 

日程第４ 

 付議事項（７件） 

議第３号  臨時代理の承認を求めることについて 

議第４号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて（令和６年度草津市一般会計予算）  

議第５号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて（令和６年度草津市学校給食センター特別会計

予算）  

議第６号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて（草津市附属機関設置条例の一部を改正する条

例案）  

議第７号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて（草津市会計年度任用職員の給与および費用弁

償に関する条例および草津市企業 職員の給与の種類および基準に関す

る条例の一部を改正する条例案） 

議第８号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて （草津市特定教育・保育施設および特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案）  

議第９号  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により教育

委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るにつき議決

を求めることについて（令和５年度草津市一般会計補正予算（第７

号）） 



 

 報告事項（１件） 

 （１）寄付の受け入れ報告について 
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開会 午後３時００分 

 

それでは、ただいまから草津市教育委員会２月定例会を開会い

たします。 

 

―――――日程第１――――― 

 

日程第１「会期の決定について」でございますが、本日１日限

りといたしたいと思いますが御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

御異議がないようですので、２月定例会は１日限りといたしま

す。 

 

―――――日程第２――――― 

 

次に、日程第２「１月定例会会議録の承認について」でござい

ますが、あらかじめ事務局から配付され、熟読いただいていると

思いますが、御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

御異議がないようでございますので、１月定例会の会議録は承

認されたものと認めます。 

 

―――――日程第３――――― 

 

次に日程第３「教育長報告」に移ります。 

それではまず、私の方から諸般の報告をさせていただきたいと

思います。 

本市は、「俳諧の祖」といわれます「山崎宗鑑」誕生の地とい

うことで、これまで「俳句のまちづくり事業」に取り組んでまい

りました。その中で、小学５年生から中学３年生までの児童生徒

を対象にした「草津市青少年俳句大会」を開催しております。 

今年は１９回目を迎えまして、６，０４０組もの多くの作品を
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いただき、入選作品集を発刊いたしました。子どもたちの俳句は

どれも独創的で、日々の気づきや心の感動をわずか１７音の中で

巧みに表現していました。 

今日、デジタル化が進みコミュニケーションに不安な子どもた

ちが増える中、作者が伝えたい意図や感情をわずか１７音で表現

するという「俳句の魅力」を改めて感じたところでございます。

これからも俳句づくりを通じて発見する力や直感力を大切にし

て、言葉を織る楽しみを味わい、豊かな感性を育んで欲しいと願

っております。 

次に、玉川小学校で第３回の「玉川っ子集会」が２月１６日に

開催されましたので視察に訪れました。 

これまでコロナ禍中でリモートでしたが、今年度は従来通りリ

アルの対面で開催されました。 

集会では、１年生が音楽に合わせて、みんなが得意なことを発

表するというもので、けん玉、トライアングル、お手玉など、多

くの児童の前で緊張しながらも一生懸命挑戦していました。 

３年生からは「学校自慢」の発表がありまして、１番の自慢は

「校長先生」でありました。校長先生は優しく対応してくれる、

私たちが安心する言葉をかけてくれるという理由からでした。サ

プライズの発表に校長先生の満面の笑顔が大変素晴らしかったで

す。そして次の自慢は「地域の人」でした。いつも登下校や校外

学習の支援をはじめ安心して学習できる環境づくりや、地域のお

祭りなど市の広報にも地域力がある学区と掲載されていて、日頃

の地域の皆さんへの感謝の気持ちが述べられていました。 

玉川っ子集会は、このように児童が力を合わせて作り上げられ

ています。これからも創意工夫した集会になるよう大いに期待を

いたしたいと思います。 

次に、２月１５日、１６日の２日間にわたりまして「学校経営

報告会」が開催され、６つの中学校区別に各学校長から報告を受

けました。 

報告会では、学校教育目標とめざす子ども像、そして学校の強

み・弱みを報告していただきましたが、学校の強みは様々です

が、弱み、いわゆる課題については、不登校、いじめ、学力の二

極化の他に、特に子どもたちの自己肯定感の低さと自らの考えを

行動・発信する力、いわゆるチャレンジ力、コミュニケーション

力の弱さが今回多く報告されました。 
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また、学校の特色ある教育活動としては、地域の活力を生かし

た特色ある学校経営の構築の分野からの報告が多数ございまし

た。これは令和６年度から全小中学校で展開いたします「スクー

ルＥＳＤくさつプロジェクト」を見据えて、各校で地域の資源を

生かした地域課題の解決に子どもたちが取り組み、そしてその活

動を地域に向けて発信したり、また行動したりする取組が各校で

徐々に始まっているためでした。 

このような取組によって保護者や地域の方々にとって学校の中

が見えるということにつながり、学校ボランティア活動が始まっ

たという好事例も聞かれました。 

様々な課題が山積する学校現場ですが、果敢に学校経営にチャ

レンジする学校長に感謝をいたしますとともに、現状維持は後退

です。これからも変化を恐れずに果敢に挑戦する学校、教育委員

会をめざしてまいりたいと考えております。 

私の方からは以上でございます。 

それでは、委員の皆様方から、教育全般に関する事項につい

て、御意見・御感想などをお願いしたいと思います。 

 

２月１５日、１６日に学校経営報告会に参加させていただきま

した。 

中学校区で校長先生のいろいろな意見を聞けて良い機会になり

ました。それぞれの校長先生のお話を聞いている中で、どの校長

先生も高い教育目標を持たれていて、それに向かって学校経営を

されているのだとよく分かりました。特に、今年度１５０周年を

迎える学校がいくつかあり、その中で先人の歴史を含めて継承さ

れていたり、伝統もつなげていくことにも非常に重きを置かれて

いる先生方もおられて、今後の草津のＥＳＤにもつながっていく

のだと感じました。今後のＥＳＤの取組もされていて、校長先生

も御苦労されているのだと思いました。人権に関しましても、い

ろいろと取組をされているということで、昨今、様々なこれまで

言われた人権だけではなくて、様々な多様性も含めて人権につい

て考える機会が増えてきて、まだまだ勉強が足りないと思われて

いる先生方もいるという状況で、どういうふうに超えていったら

いいのか、専門ではなかったとか、今までは言われてきていなか

ったけども、そういったものを実は大事だったとか、専門的に言

われていたけれどもあまり気に留めてこなかったみたいなところ
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があったと思うんですけども、そういう部分や、今後の研修等、

いろいろ考えられると思いますので、新しい人権学習のあり方も

御検討いただきつつ、これまでの同和教育を含めて守っていかな

ければいけない大事な人権学習があると思いますので、頑張って

いただきたいなと思っていたところであります。 

１５０周年、歴史の話になりますと、この間私も聞いて知った

のですが、意外と知らない草津の歴史で東海道五十三次が２０２

４年で４００周年という話も紹介をされていたことがありました

ので、今後歴史を改めて草津市も含めて勉強していきたいという

思いと、どういうふうにつないでいくのか非常に重要であります

し、残していくのかというところについていろいろ考えさせられ

ました。 

まだ行けていないのですが、街道交流館がお雛様の展示をされ

るので、皆さんに足を運んで見ていただき、落語も聞いていただ

ける機会も作っていただいて、文化にも市民の皆様に触れていた

だきたいです。 

 

２月１５日、１６日に学校経営報告会に参加させていただきま

した。 

学校の色だったり、学区ごとの色が出るんだなということを感

じました。２つの主な取組を発表される中で、今年度はＥＳＤへ

の取組を発表される学校がすごく多くて、来年度からは全校スタ

ートするということで、とても楽しみだなと思いながら聞いてい

ました。 

課題のところは自己肯定感が低かったり、自信がどうしても持

てない子どもが多いという話を校長先生から聞いて、ここをアッ

プさせるのは難しいだろうなと感じました。皆の中で一人ひとり

を大事にする場というか、失敗を失敗としない場というか、何か

そういうものを作っていくことが大事なのかなと思いました。１

年間の取組を発表する場ではあるんですけども、何か共通の悩み

をお互いに知ったりとか、その悩みを一緒に解決できる場になっ

たらいいと感じさせてただきました。 

 

１月２９日に第１９回草津市青少年俳句大会の作品が市役所の

ロビーに展示されているのを拝見しました。今回は５年生から中

学３年生までの６，０４０句が投句されたそうです。ロビーに展
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示されている優秀作品には色紙に石倉政苑先生の俳画を添えて展

示されており目を引きました。 

草津市は俳諧の祖と言われる山崎宗鑑生誕の地と言われていま

す。草津市で教師をしていた時、毎年、青少年俳句大会に向けて

生徒たちと俳句づくりに取り組んでいました。子どもならではの

視点で読まれたみずみずしい俳句に出会うのが楽しみでした。

「春の門くぐってみると出会いあり」「台風と反抗期は我が道を

行く」これは今回のリーフレットに記載されていた優秀作品の一

つです。子どものころから草津市の歴史や文化に触れることは、

豊かな感性を育むと同時に草津市の歴史・文化に愛着を持つこと

に繋がると思います。私自身俳句を始めたばかりで初心者なんで

すけれども、数年前、ＦＭくさつで俳句のラジオ番組が作られる

時に、当時の生涯学習課から御依頼を受けて２年ほどボランティ

アで俳句番組の進行役に携わったことがあります。その時に草津

市に俳句をもっと根付かせたいと頑張っておられる方々の思いに

触れて、草津市の俳句のまちづくりを静かに応援しています。こ

れからも草津市青少年俳句大会のような取組を是非続けていって

欲しいと思います。 

２月１５日、１６日に学校経営報告会に参加させていただきま

した。 

各校の校長先生には本当にお忙しい中、この報告会に際し資料

づくり、発表にご協力いただき、本当にありがとうございまし

た。この１年間、校長先生が教職員の皆様と一緒に学校教育目標

や、めざす子どもの姿に向けて、現状の課題を見つめ具体的な方

策、手立て、取り組んだ様子をお聞かせいただきました。その結

果、学校は楽しい、授業がよくわかると感じる子どもが増えたな

ど、子どもの姿に変容が見られたことを聞き嬉しく思いました。

また、保護者の方や地域の方の御協力に心からの感謝を述べなが

ら、まだ本校にはこういった課題があり、次からはこういう手立

てをとりたいと、先を見据えておられる校長先生の姿が印象的で

した。 

働き方改革を進めながら、一方で新たなことも挑戦するのはア

イデア、工夫が必要で難しい作業だと思いますが、子どもたちに

こんな力をつけたいと校長先生のもと、先生方が一丸となって挑

戦している学校の姿には勢いを感じます。これからも子どもたち

によりよい教育をするために挑戦を続ける学校であって欲しいと



6 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思います。 

 

２月１２日にｓｉｇｆｙで案内があった事業に見学に行かせて

いただきました。月面探査ロボットを作ろう体験会がエイスクエ

アで行われていました。ＢＫＣに地球探査研究センターが設置さ

れたのもありまして、市議がそれの意義についてどう思われます

かと議会で質問されていたのがあったので、何か関連があるのか

と思い見に行きました。あと、女子の理系離れが問題になってい

るのでプログラミングが出来る女子を活発化させようという動き

が国でもありますので、それも踏まえて何か参考になればと思い

行かせていただきました。１月３１日に締め切りで２月５日に当

選発表だったので、そんなに人気なのかと思って行ったんですけ

れども、実際代表の北原先生とお話をさせていただいたときに、

５００名の応募があって、実際１回で出来るのが２０名しか出来

ないとお話がありました。何度も開催するんですけど、５００名

の内にどう頑張っても１００名位しか体験させてあげることがで

きないということをおっしゃっていまして、当日のＮＨＫの取材

も入っていました。北原先生が熱心におっしゃられていたのは、

小さいころから実際に本物を触って訓練することが大切だとお話

をされていました。野球選手がおもちゃのバットとボールで中学

生になっても練習していないでしょ、とお話されていました。大

人になるのには小学生から１０年ちょっとしかない中で、いかに

本物に触れて汗をかいて戦える人を作るかが勝負だと言われてい

たので、北原先生の中ではロボットですが全て本物を使わせると

いうことをおっしゃっていまして、実際小学校４年生から中学校

２年生まで参加されていたのですけれども、４年生でも十分出来

るような教え方をされていて、なかなか勉強になるなと思ってお

りました。 

その中で小さい頃から本物というお話をしましたが、ＩＣＴ技

術が他国に比べて日本は圧倒的に遅れているという話をされてお

りまして、知識を活用して応用していくという練習が日本にはす

ごく少ないということをおっしゃっていました。 

会自体は２人１組でロボットを操縦していくというものなんで

すけれども、その時にふたりの意見が分かれたらどうするかとい

う話をされていたり、どちらでもいいというそういった考え方

が、例えば宇宙で何かを行う時に命取りになったりということが
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あるので、必ず二人一組になっている時はお互いの信頼を得られ

るまで話し合うことの大切さとかそういったお話をされていたの

が印象的でした。科学に関しては、人を殺すことが出来るもので

もあるので、どのような人が科学とかロボットとかその様なもの

を触るのかが本当に大切であるというお話もされていました。一

人ひとりの資質を伸ばした教育をロボットを通じて行っていきた

いとおっしゃっておられたのが印象的でした。 

たくさんの教育委員会、県教委、大津、草津、栗東、守山、近

江八幡からの後援を受けておられまして、こんなにたくさんの応

募があるということは、感心度がかなり高い事業であるなと感じ

ました。 

２月１４日は草津中学校でありました教科教育出前講座を見学

させていただきました。市の消費者センターの方が出前講座をさ

れていまして、弁護士と共に実際にあった事例をお話いただきま

した。中学生に寸劇をその場でしてもらい、皆でいろいろな事例

を考えていくというものでした。主にクレジットカードの使い方

のお話が出ていました。成人が２０歳から１８歳に下がってきて

おりますので、より気を付けないといけないというお話だったの

で、凄く良い授業だと思って聞いておりました。市の方とお話を

したときに、中学生でも最近はスマホ決済サービスを使っていま

すので、そのトラブルの事例を言ってもらえるといいですねとお

話をしていました。市の職員の方がその技術について行けていな

いので説明出来ないのですと話がありました。全中学校に行かれ

ているのですかと尋ねると、全ての中学校には行けていませんと

お話されていて、どのような経緯で草津中学に来られたのですか

とお聞きしたところ、昨年もやってよかったので今年も呼んでい

ただいたということですが、是非全ての中学校に行っていただき

たい。オンラインでもいいので必要なものだと思います。 

２月１５日、１６日に学校経営報告会に参加させていただきま

した。どこの学校もすごく奮闘されていて、学校のカラーも出て

いていいなと思って聞いておりました。やはり自尊心の低さ、自

己肯定感の低さというところと、思っていることを抱えていても

それを外に出すということが出来ないという話がすごく気になり

ました。実はそれは先生もそうなんじゃないかなと思って聞いて

いたのですけれども、先生も思っていることを本当にちゃんと生

徒に向かって言えているのかなとか、先生の正しさに苦しんでい
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各委員 

 

藤田教育長 

 

 

 

 

 

 

らっしゃるのではないかとか、先生のメンタルを強化して行くこ

とをやっていけばその下にいる子どもたちも自ずと成長していく

のではないのではないのかと思いました。 

 

はい、どうもありがとうございました。 

それでは教育長報告につきましては以上で終わらせていただきま

す。 

 

―――――日程第４――――― 

 

次に、日程第４付議事項に移ります。 

「議第３号臨時代理の承認につき議決を求めることにつて」は

人事に関することであり、また、「議第４号から議第９号までの

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９号の規定により

教育委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出るに

つき議決を求めることについて」は３月草津市議会定例会に関す

る議案であり、現時点で公表されていない議案であることから、

会議を公開しないこととすべきであると考えております。「地方

教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条第７項では、

「教育委員会の会議は、公開する。ただし、人事に関する事件そ

の他の事件について、教育長又は委員の発議により、出席者の３

分の２以上の多数で議決したときは、これを公開しないことがで

きる」となっておりますので、この規定に基づきお諮りをいたし

ます。 

議第３号から議第９までを公開しないこととすることについて

御異議はございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議なしと認めます。 

よって、議第３号から議第９号までを公開しないことといたし

ます。 

この議案につきましては、報告事項の終了後に審議を行うこと

といたします。 

 

―――――日程第５――――― 
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教育部副部長 

（総括）  

 

 

 

 

 

 

 

次に、日程５「報告事項」に移ります。 

事務局の説明をお願いします。 

 

「報告事項１寄付受け入れについて」教育総務課の吉田が御説

明申し上げます。 

報告書は、９１ページございます。 

詳細につきましては一覧表記載の通りでございますが、寄付品

目記載のお箏を個人様から、プロジェクタースクリーン、床置タ

ブレットスタンド、上質紙を株式会社京都銀行様から、バスケッ

トボールを株式会社ＹＭＧｅ様から寄付をいただきました。 

寄付受け入れ報告については以上でございます。 

 

ではただいまの報告事項につきまして、御質問等ございました

ら、皆様からお願いをいたします。 

それでは「報告事項」につきましては、以上で終わらせていた

だきます。 

では続きまして、先ほど非公開といたしました議案の審議に移

りたいと思います。 

 

※議第３号は非公開 

 

「議第４号及び第５号、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２９条の規定により教育委員会の事務に関する議案につい

て意見を市長に申し出るにつき議決を求めることについて」は、

関連しておりますので一括して議題といたします。  

事務局説明お願いいたします。 

 

教育委員会事務局の岸本のでございます。 

議案書の７ページからの議第４号令和６年度草津市一般会計予

算に対する意見を市長に申し出につき議決を求めることについて

及び５５ページからの議第５号令和６年年度の草津市学校給食セ

ンター特別会計予算に対する意見を市長に申し出るにつきの２件

について御説明申し上げます。両議案につきましては、来たる３

月４日開会予定の３月定例市議会に提案されます令和６年度草津

市当初予算のうち、教育関係予算につきまして教育行政の組織及
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び運営に関する法律第２９条の規定により議長から当委員会に意

見を求められておりますことから本日お諮りしようとするもので

ございます。 

それでは議案書の方ですが９ページからでございます。 

令和６年度の当初予算概要書から御説明申し上げます。 

１０ページにございます、令和６年度各会計別の予算規模に関す

る総括表でございます、一番上の一般会計につきましては、６２

７億１，０００万円の当初予算の規模となりまして草津市で初め

て６００億を超える過去最大の予算規模となったところでござい

ます。今年度の当初予算額と比較しますと７８億９，０００万円

約１４．４％増となったところでございまして、これにつきまし

ては、プロジェクト事業であります市立プールが来年度から運営

すること、或いは小中学校の体育館等空調設備整備であるとか、

或いは学校給食・中学校給食の無償化、また小学校等の給食材料

費の価格高騰対策事業費の一般会計からの繰り入れの増などによ

りまして今年度当初予算よりも増加したものでございます。また

特別会計の上から３番目に学校給食センター特別会計でございま

すが、こちらは１２億１，２８０万円の予算規模でございまし

て、こちらも前年度より７，７１０万円の約６．８％の増となっ

たところでございます。こちらにつきましては、食材料費価格高

騰の対策事業費といたしまして、一般会計からの繰り入れを行っ

たところで増ということでございます。 

次に、１１ページを御覧いただきたいと思いますが、こちらは

一般会計の款別の総括表でございまして、太線で囲んでおります

けれども表の上段が歳入、そして下段が歳出となっております。

下段の一番下から５段目の歳出の１０番教育費でございますが、

令和６年度の当初予算額は７６億２，０５３万１，０００円でご

ざいまして、今年度予算と比較いたしますと、約４３％の増を金

額にいたしますと一番右の列でございますが２２億９，３１９万

１，０００円増となったところでございます。こちらの主な理由

といたしましては、先ほど申し上げましたが小中学校の体育館等

空調設備の設置工事といたしまして約１８億５，０００万円弱を

計上しておりまして、大幅な増額になったところでございます。 

続きまして、１２ページと１３ページを御覧いただきたいと思

います。 

第３期の教育振興基本計画の体系に基づきまして、新年度の主
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部副部長 

兼  

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

要な事業を右側にまとめたものでございます。特に１０月１５日

に草津市市制７０周年を迎えますことから、一番下段に２つの特

別事業を教育委員会として計上させていただいております。 

次に１４ページから２９ページまでは、主要な事業の詳細でご

ざいまして、こちらにつきましては後ほど各総務部長から御説明

を申し上げます。 

次に３２ページから５４ページになりますが、一般会計の教育

費全体の予算の内訳となっております。 

また、５８ページから５９ページが学校給食センターの特別会

計の予算の内訳となっております。 

それでは恐れ入りますが、１４ページに戻りいただきまして、先

ほど申し上げました主要な事業の詳細につきまして教育総務課長

より順次御説明申し上げますのでよろしくお願いします。 

 

それでは１４ページの第４期教育振興基本計画策定費につきま

して教育総務課の吉田から御説明申し上げます。 

まず事業費は５０５万５，０００円でございます。現在の第３

期草津市教育振興基本計画が令和６年度で計画最終年度を迎えま

す。引き続き草津市の教育施策を推進するため、第３期計画の振

り返りや、国・県の第４期計画との参酌・整合を図り、新たな課

題に対応する内容となるよう、令和７年度から令和１１年度を計

画期間とする第４期草津市教育振興基本計画の策定に取り組んで

参ります。 

策定スケジュールにつきましては、６月までに策定委員会を立

ち上げ１０月頃に原案を策定し、１２月のパブリックコメントを

経て令和７年度末に計画策定の予定でございます。 

 

続いて議案書１５ページ、学校教育課スクールＥＳＤくさつ推

進費です。 

令和４年度から５年度の２年間、松原中学校、老上小学校、常

盤小学校の３校モデル校として進めて参りましたスクールＥＳＤ

くさつは来年度全２０小・中学校で実施してまいります。今年度

の事業内容と変更になりますのは、学校教育課のＥＳＤ担当を１

名から３名、立命館大学ＢＫＣでのキャンパス体験を中学校３校

から全６校に拡大、さらに、新規事業として市政７０周年記念事

業として、ＥＳＤフェスタｉｎくさつを開催するものです。以上
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第二学校給食センター

所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のように、全２０小・中学校でＥＳＤの実践を進め、地域の特性

を生かした特色ある学校経営の活性化を図り、持続可能な社会の

つくり手となる人材を育成します。 

令和６年度は総事業費１，５５８万３，０００円を予算計上し

ており、本年度予算の５８８万２，０００円の約３倍の事業費と

なっております。 

 

続きまして１６ページ、給食食材費価格高騰対策事業費につき

まして、教育委員会の所管につきまして給食センターの大野より

御説明申し上げます。物価高騰が続き給食に使用させていただい

ている食材についても高騰している状況下に置いて、児童生徒に

必要な栄養価やエネルギー料が確保された給食提供を維持してい

くために、令和６年度から給食費を小学校で４，０００円から

４，５００円に中学校で４，７５０円から５，３００円に改定を

させていただく予定をしております。そういった中、本事業とい

たしましては、子育て世帯における保護者の経済的負担を軽減す

るため、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し

学校給食費の増額分小学校５００円、中学校５５０円分を食材料

費に充当することによりまして、保護者負担を据え置くというも

のでございます。経費といたしましては、小学生、中学生合わせ

て全体で７，０５０万６，０００円になりますが、詳細といたし

ましては、小学生約８，５００人で４，６９７万円、中学生約

３，９００人分で２，３５３万円を計上するものであります。 

 

続きまして、１７ページ中学校給食無償化事業費について第二

学校給食センターの馬場が御説明申し上げます。 

これは令和６年度から新規に進めるものございまして、事業費

におきましては、２億６８８万６，０００円で経費の内訳といた

しまして、無償化事業費が２億３２１万３，０００円で、給食支

援給付費が３６７万３，０００円でございます。 

 事業内容といたしましては、市内の公立中学校に在籍している

生徒約３，９００名の給食費を無償化いたします。また、市内の

公立中学校に在籍しているが、給食のアレルギーや不登校等で長

期間喫食できない生徒の保護者に対しては、給食費相当分を給付

いたします。高校受験の準備など、教育費の負担が増える中学生

がいる世帯を対象に給食費を無償化し、子育て世帯への支援の充
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実を図るものでございます。 

 

続きまして、不登校児童生徒支援費につきまして、児童生徒支

援課の北村が御説明申し上げます。 

議案書１８ページを御覧ください。 

市立小中学校の不登校児童生徒等の課題は年々増加傾向にあり

ます。そこで、令和６年度はスクールソーシャルワーカー及び登

校支援室加配教員の体制強化を行うものでございます。事業費及

び財源内訳は記載の通りでございます。 

事業の概要といたしましては、まず不登校の未然防止、早期対

応を行うため、スクールソーシャルワーカーをこれまで市で委託

して相談業務を行っておりましたが、２名を常駐配置することに

より市内全小中学校への週１回担当校の巡回をできるようにし、

教員が専門家に相談しやすい体制づくりを進めることで、児童生

徒を取り巻く課題への迅速性、継続性、柔軟性のある支援を行う

ものでございます。また、登校支援室加配につきましては、子ど

もたちの学習機会の保障や社会的自立に向けた支援を行うため、

県による別室加配に加え、令和５年度に市独自で市内３小学校に

配置しましたところ一定の効果が認められたことから、令和６年

度から市内全小中学校に登校支援室加配を配置するものでござい

ます。 

これらのことにより、不登校児童生徒へのさらなる支援の充実

を図って参ります。 

 

続きまして１９ページの小中学校体育館等空調設備整備費でご

ざいます。 

事業費は１８億４，９５９万７，０００円でございます。 

近年の記録的な猛暑による児童・生徒の熱中症対策と災害発生

時における広域避難所の防災機能強化の必要性が年々高まってき

ているため、市内全ての公立小中学校の体育館等にガス式の空調

設備を整備するものでございます。 

詳細は記載の通りでございますが、今回、自立発電機能付きの

室外機を設置いたします。この機能は災害等において停電になっ

た場合でも、内蔵する発電機で空調機器を運転し、余剰電力で体

育館の照明やコンセントの活用を可能とするものでございます。

また、電気・ガスの供給が停止された場合を想定しまして、中学
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生涯学習課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校の武道場についてはＬＰガスを使用し、大規模災害時の備えと

いたします。 

なお、本事業につきましては、令和６年度中の完了を予定して

いるところでございます。 

続きまして、２０ページを御覧ください。 

小・中学校大規模改修費でございます。 

事業費は２億１，０５２万７，０００円でございます。 

市内の小中学校は昭和４０年代から５０年代にかけて建築された

建物が多く、相当年数が経過している校舎等の改修を、国の補助

金を活用しながら計画的に実施するとともに、校舎内の建具等の

固定を行う非構造部材改修を行い、児童生徒の安全の確保及び教

育環境の充実を図るものでございます。 

具体的には、将来的に長寿命化改修が可能かを判断するための

笠縫小学校「耐力度調査」、令和７年度、８年度に改修工事を実

施するために南笠東小学校に仮設校舎を整備いたします。 

次の、トイレ改修工事については、玉川中学校特別校舎棟およ

び体育館トイレに着手し、令和７年度以降に工事を実施する草津

小学校および高穂中学校体育館トイレの実施設計業務を行いま

す。 

グラウンド改修工事につきましては、令和７年度工事に向けた

松原中学校の実施設計業務を、生徒増対策として高穂中学校ピロ

ティ改修工事を、非構造部材改修工事は本年度に引き続き松原中

学校２期工事を実施するとともに、令和７年度以降に工事を実施

する矢倉小学校の設計業務を行います。 

 

続きまして、２１ページを御覧ください。 

（仮称）草津市読書のまち推進計画策定費につきまして、生涯

学習課の廣政から御説明申し上げます。 

こちらは令和６年度新規事業でございまして、事業費は 

６０８万５，０００円でございます。事業の概要といたしまして

人生１００年時代を迎えた現在、生涯学習による生きがいづくり

や、多様な幸せを感じられる社会の実現が求められております。

そのような状況におきまして、本との出会いが全ての人にとって

の新しい学びの入口となる心豊かな生活の一部となるまちをめざ

して、乳幼児から高齢者まで全世代の市民を対象とし、市民全体

の読書活動推進の指針となる「（仮称）草津市読書のまち推進計



15 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画」策定しようとするものでございます。 

なお、当計画は令和６年度に期間を終了いたします、「草津市

子ども読書活動推進計画」と「草津市の図書館運営計画」を統合

し、読書活動の推進に係る施策を一体的、効率的に進めていくも

のでございます。 

 

続きまして、２２ページをお願いします。 

事業名（仮称）新志津運動公園整備費についてスポーツ推進課

の堀井から御説明申し上げます。 

事業費は９６９万円でございます。 

これはクリーンセンターの建て替えに伴い、旧志津運動公園が

廃止になったことから、スポーツ施設の充実に向けて代替グラウ

ンドを整備するものでございます。 

予定地は左下の航空写真の場所でありまして、馬場町地先とな

り現在整備中であります山手幹線沿道に位置いたします。当初今

年度中に、新志津運動公園整備基本計画を策定するため草津市ス

ポーツ推進審議会に諮り進めていたところでございますが、予定

地は大半が森林となっておりまして、県との林地開発における事

前協議に想定以上の時間を要したことから、この基本計画の策定

は半年ずれ込み令和６年９月頃となる予定でございます。そのた

め来年度予算はこの基本計画に係る審議会の経費２回分と、また

地形測量を予定しているところでございます。 

続きまして、２３ページをお願いします。 

事業名、草津市立プール整備・運営費でございます。 

プール整備につきましては、現在建設部の方で８月対応に向け

事業を進めているところでございますが、右下の経費の内訳の上

から３つ目トップアスリート活動拠点支援事業費の ２００万円

につきましてはスポーツ推進課の予算になります。 

この事業は、草津市立プールを拠点に活動していただく飛び込

みの団体を対象に支援するもので、補助を交付するものでござい

ます。これは先ほども少しお話しましたけれども立命館大学と大

学が出資する会社であるプロテックが滋賀立命館大リンク学部を

設立し、日本代表コーチを務める方を監督に招聘しており、この

草津から世界へ活躍されるようなトップアスリートの育成や、競

技力向上、地域の健康増進、また新たなにぎわいの創出につなが

る事業展開をしていただけるよう支援していくものでございま
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国スポ・障スポ 

推進室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

 

２４ページをご覧ください。 

わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ開催費につきまして、国ス

ポ・障スポ推進室の林が御説明申し上げます。 

令和７年に開催のわたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ開催に向

け、わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ草津市実行委員会におき

まして、令和６年度は本大会を見据えたリハーサル大会を開催い

たします。競技団体や共催市と連携し、スムーズな大会運営に取

り組むとともに、大会運営や知識の習得を図るだけでなく引き続

き公募計画活動にも取り組んでまいります。当市開催のリハーサ

ル大会につきましては、８月の競泳を皮切りに、ソフトボール、

水球、バレーボール、バスケットボール、軟式野球の５競技６種

目が開催されます。 

国スポ・障スポ開催費は、わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ

草津市実行委員会負担金及びその他事務費となっておりまして、

負担金１億８４７万円の内訳は、会議や事務局費として総務費が

７４万６，０００円、それから、今年国スポが開催されます佐賀

県への調査費や広報啓発費等としての開催推進費が約２，０００

万円、本市開催のリハーサル大会を運営する費用であるリハーサ

ル大会運営費が８，７０８万円余りとなっております。その他事

務費の５９３万円につきましては、会計年度任用職員２名の人件

費や協賛者への経費を計上させていただいております。 

 

次に、２５ページの史跡草津宿本陣整備費でございます。歴史

文化財課の中立が御説明を申し上げます。 

事業費が１億８８７万５，０００円でございまして、史跡草津

宿本陣は平成８年より一般公開を行っておりますが、適切な保存

整備を計画的に実施しておりまして、令和６年度は現在公開いた

しております座敷部及び住居台所部、厩の耐震対策工事を実施す

るものでございます。 

次に、２６ページの史跡芦浦観音寺跡整備費でございます。事

業費１億３，４１２万１，０００円でございます。史跡芦浦観音

寺跡は令和４年度より史跡の整備工事に着手しておりまして、令

和６年度は主な事業として境内の植栽整備と倉の解体工事、土蔵

の修理工事を行います。また、境内にあります２塔の重要文化財
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学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部副部長 

兼  

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

建造物の阿弥陀堂と同書院につきまして、所有者が昨年度から保

存修理を実施されておりまして令和６年度も引き続き補助金を交

付し支援させていただくものでございます。 

次に２７ページを御覧ください。 

（仮称）草津市歴史資料館整備費３１８万５，０００円につい

てでございます。今年度から信仰文化と民俗をテーマする歴史資

料館の整備基本構想の策定に取り組んでおりまして令和６年度の

７月から８月頃の公表をめざして進めております。令和６年度か

ら令和７年度にかけまして基本計画の策定に取り組むものでござ

いまして、あわせて本資料館の整備に向けた計画地の選定を行っ

てまいります。 

 

 続きまして、２８ページ、市制施行７０周年記念事業費につき

まして給食センターの大野より御説明申し上げます。 

２８ページ、２９ページになります。 

本市は令和６年度に市制７０周年を迎えます。この節目の年に

市では様々な事業を展開させていただく予定をしておりますが、

給食センターでは２９ページの④番市制７０周年の記念給食提供

を計画しております。この事業は中学生を対象に給食の献立を公

募し一次審査で数点選ばれた中から、小・中学生全員に投票して

もらうことで最終グランプリを決定し、グランプリとなった献立

を実際に給食で提供しようとするものでございます。審査、副賞

等に係る経費や地場産物の活用など夢のある献立にも対応できる

よう食材費として、従来の給食費の３５０万円を追加計上し、本

事業全体では従来の給食費とあわせまして、約７３０万円を計上

させていただいております。 

 

教育委員会の２つ目の記念事業⑰番市政施行７０周年記念×Ｅ

ＳＤ元年ＥＳＤフェスタｉｎ草津～ＥＳＤくさつプロジェクト～

について説明させていただきます。 

御存知のとおり、来年度、ＥＳＤの元年になります。  ２０

３０年をゴールとして取り組みますＥＳＤ元年と７０周年記念が

節目の年になりましたので、機運を上昇するためにスクールＥＳ

Ｄくさつｉｎフェスタを開催するものです。 

現在のところ、クレアホールで１０月から１２月の平日に開催

し、参加は各校１５名程度２０校がホールに集まりまして、それ
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藤田教育長 

 

 

小辻委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我孫子委員 

 

 

 

 

 

 

森委員 

 

 

 

以外の児童生徒につきましては、オンラインで結ぶものです。プ

ログラムとしましては、本市のモデル校３校の発表、そして７０

周年にちなみまして、子どもたちが７０の宣言、学校で取り組ん

だこと行動宣言を行うものです。 

さらに記念講演として、文部科学省のＥＳＤオフィシャルサポ

ーターさかなクンを予定をしております。 

 

ではただいま、詳細にわたっての説明がございましたが、この

中で、御意見、御質問ございましたらお願いいたします。 

 

お伺いしたいことといたしましてまず、非常によかったなと思

うことですけども、不登校児童生徒支援費ですが、教育総合会議

でもスクールソーシャルワーカーを増やしていただきたいという

話をしておりましたが、それが実現されるということで非常に喜

ばしいことだなと思いますし、是非、進めていただきたいと思い

ます。 

２７ページの（仮称）草津市歴史資料館整備費について、 

非常に重要であり、歴史を伝えていく重要な所ではありますが歴

史資料館という側面で言えば街道交流館ともダブるというか一般

市民の皆様に関してはなかなか御理解が難しい部分もあるかなと

思いますので、議会等含めて丁寧にその違いも含めて、ここは信

仰文化であるとか民俗とか、そういう話がありますが、わかりや

すい形で歴史学者の話ではなく伝えていただくということで是非

お願いしたいなというふうに思います。 

 

来年のいよいよ国スポ・障スポがあるということで、草津に大

きなプールできて、いよいよだなという感じがしているんですけ

れども、１つは市民の皆さんにも近くに感じてもらえるようなと

ころで広報啓発活動等に取り組んでいただけたらというところ

と、トップアスリート活動拠点支援事業の後もスポーツに対して

取り組んでいただけるというところが嬉しいなと感じました。 

 

不登校児童生徒支援費で、校内の支援室に県の配置教員を含め

ると（必ず専任の教員がつく）という予算になっているので、専

任の教員がついたところはすごく効果が上がっているというふう

に校長先生からお聞きしましたので、この予算が進めていただけ
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伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長補佐 

 

たらなと思います。 

あと、スクールＥＳＤくさつの推進費でモデル校３校から全校

になるのですけれども、学校によっては初めてのことでどういう

ふうに進めていったらいいのか戸惑うことがあると思いますの

で、このアドバイザーが１人から３人になったということで、ア

ドバイザーの力を借りながら、学校がうまく道筋を作ってＥＳＤ

が進められるように、こちらの方も予算が進めていただけたらな

と期待しております。 

 

市制施行７０周年記念事業といたしまして、給食事業が上げら

れていますけども、なかなか普段の給食のメニューを中学生が考

えるということは、本来、絶対あり得ないことですけれども、今

回このような事業が行われて、中学生が食べたいと思う献立を考

える機会が凄く楽しいなと思って聞いておりました。当たり前の

ように食べている給食ですが、実は女性の理系離れと栄養は関連

性がありまして、生理が始まる小学生６年生から鉄不足が頻繁に

小学生・中学生の女子にはおこるのですけれども、その時期に数

学が得意な理系との学力上昇が逆転するという現象が昔から言わ

れておりまして、鉄と女性の数学離れが実は大きく関係している

んです。安易にメニューを考えるのではなくて、何かテーマがあ

ってそれに向かって皆がメニューを考えると一致団結した気分に

もなるし、選ばれた子がもしかしたら何かのきっかけで管理栄養

士になってくれたりだとか、凄く夢のある事業だなと思いまし

た。 

 

他に御意見はございませんか。 

御意見ございませんので、議第４号および議第５号については

意見なしとして市長に回答することといたします。 

次に、「議第６号地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条の規定により教育委員会の事務に関する議案について意見

を市長に申し出るにつき議決を求めることについて」審議させて

いただきます。 

事務局の説明を求めます。 

 

議案書６３ページを御覧いただきたいと思います。 

草津市附属機関設置条例の一部を改正する条例案につきまして
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藤田教育長 

 

 

小辻委員 

 

 

 

生涯学習課長補佐 

 

 

 

 

小辻委員 

 

生涯学習課長補佐 

 

藤田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課の廣政から御説明申し上げます。 

令和６年度に（仮称）草津市読書のまち推進計画を策定するに

当たりまして、計画の策定や推進について審議いたします草津市

読書のまち推進計画審議会を新たに設置するため、草津市附属機

関設置条例の一部を改正する条例を制定するものでございます。

審議会の担任事務は草津市読書のまち推進計画の策定および読書

のまち推進に関する必要な事項についての調査審議に関する事務

でございます。委員定数は１５人以内となっております。施行日

は令和６年４月１日の予定をしております。 

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。宜

しく御審議いただきますよう、お願いを申し上げます。 

 

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問がございま

したら、各委員の皆様からお願いいたします。 

 

委員の内訳的にはどういった方を予定されているのですか。職

種であるとか、属性であるとかがもしあるのであれば教えてくだ

さい。 

 

只今の御質問ですけれども、学識経験を有するもの、学校教育

の関係者、就学前施設の関係者、地域住民を代表する者、家庭教

育の向上に資する活動を行う者、関係する団体を代表する者、公

募市民、以上の７種類の属性を考えております。 

 

大体その全部が入っていただくっていうことですね。 

 

はい。 

 

他に意見等もないようでございますので、議第６号は意見なし

として市長に回答することといたします。 

次に、「議第７号地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条の規定により教育委員会の事務に関する議案について意見

を市長に申し出るにつき議決を求めることについて」審議させて

いただきます。 

事務局の説明をお願いします。 
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藤田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

「議題７号地方行政の組織及び運営に関する法律第２９条によ

り教育委員会の事務に関する議案について意見を市長に申し出る

につき議決を求めることについて」職員課の丹波より御説明申し

上げます。 

議案書は６５ページから６８ページでございます。６７ページ

を御覧下さい。 

今回の改正につきましては、地方自治法の改正に伴い会計年度

任用職員に対する勤勉手当の支給が可能となったことから、本市

会計年度任用職員について新たに勤勉手当を支給するための整備

を行うものでございます。 

第１条は、草津市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正するものでございまして、改正後の第２条に

おきまして、会計年度任用職員の給与及び費用弁償の種類に勤勉

手当を追加するとともに、第１１条の２において勤勉手当の条項

を追加するものでございます。 

次に、第２条では草津市企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例の一部を改正するものでございます。 

６８ページを御覧ください。第１４条および第２０条におい

て、企業職員、会計任用職員に勤勉手当の条項を適用できるよう

改正しようとするものでございます。 

次に、付則でございますが、第１項では施行期日を規定し、第

２項では会計年度任用職員の勤勉手当支給開始に伴う草津市職員

の育児休業等に関する条例上の除外規定を削除するものでござい

ます。 

以上、誠に簡単ではございますが、議第７号の説明を終わらせ

ていただきます。 

よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

 

ただいまの説明につきまして、何か御意見、御質問ございまし

たらお願いいたします。 

意見等もございませんので、議第７号は意見なしとして市長に

回答することといたします。 

次に、「議第８号地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２９条の規定により教育委員会の事務に関する議案について意見

を市長に申し出るにつき議決を求めることについて」審議させて

いただきます。 
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事務局の説明をお願いします。 

 

議第８号につきまして、幼児施設課の原田より御説明申し上げ

ます。 

議案書は６９ページから７６ページでございます。 

７１ページをお願いいたします。 

今回、改正を行います草津市特定教育・保育施設および特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例につきましては、

認定こども園や幼稚園等の教育保育施設の利用において生じる子

どものための教育保育給付の支給に当たり、本市が対象として確

認をする特定教育保育施設等へ支払う給付費の支給要件として定

める条例でございます。その内容につきましては、国が内閣府令

で定める基準に従い、当該基準を参酌し本市の基準として定めて

おります。 

国におきましては、デジタル化の流れの中で法令等において書

面提示や目視等を義務付けるアナログ的な質問による規制につい

ては点検・見直しをすることとされ、順次、省庁横断的に見直し

が行われる中、子ども家庭庁においても取組が進められ、本条例

の基礎となる特定教育保育施設及び特定地域型保育事業並びに特

定子ども子育て支援施設庁の運営に関する基準におきまして、一

部を改正する内閣府令が公布されましたことから、関連する規定

について条例の一部を改正するものでございます。 

改正内容といたしましては、１点目に現行基準上ＣＤロム等の

記録媒体での書類の交付と認める規定につきまして、手続きのオ

ンライン化の仕様となっていますことから、新たな情報通信技術

の導入や活用に円滑に対応できるよう見直しを行うこと。 

２点目に、施設の重要事項は書面軽減する規定を見直し書面掲

示を加えインターネットを利用した講習の閲覧に講じなければな

らないとすること。の２点でございます。 

それでは、議案書の改正後の新旧対照表を御覧ください。 

始めに、１点目の改正について、第５３条併せて第４章  雑則

を示すものでございます。具体的な改正内容につきましては順

次ご説明いたします。 

次に、第５条において特定教育・保育の提供の開始に対し特定

教育・保育施設のあらかじめ利用の申し込みを行った保護者に対

し、施設の運営規程の概要や職員の勤務体制など、利用申し込み
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と保育の選択に必要な重要事項を記した文書を公布して説明を行

い、保護者の同意を得なければならないとする規定をしておりま

すが、その公布方法として雇用する第２項以降に規定される現時

的な方法に係る規定を削除し、併せて７３ページにございます特

定地域型保育事業者による特定地域型保育の提供に係る第３８条

の規定におきましても、第２項以降の規定は、先ほど申し上げた

第５条の規定を準用しておりますことから同様に削除するもので

ございます。 

 なお削除した重要事項の交付における現時的方法の確定につき

ましては、先ほど御説明をいたしました目次及び７３条に第４章

および第５３条を新設し、手続きのオンライン化を進めることを

前提に重要事項の公布の手続きにとどまらず、本条例に規定する

書面等の交付または提出の機会の全て対象を広げ、また使用する

記録の定義は電磁的記録やＤＲＯＭ等の記録媒体に限定をせず、

媒体の種類を示さない形の電磁的記録媒体ということで、表現を

改め文言の適正化を図った上でその公布や提出方法について電磁

的方法として電子メール等を活用した提供ができるよう見直しを

行い新たに規定をするものでございます。 

次に、２件目の改正につきましては、同じ７３ページにござい

ます。第２３条に規定する施設の重要事項の書面掲示の義務づけ

を見直し、インターネットを利用して公衆の閲覧に興じなければ

ならないとする規定を追加するものでございます。なお、施行期

日につきましては、国の内閣府令が公布の日である令和５年１２

月２６日から施行されておりますことから、本条例につきまして

も公布の日から施行するものとし、第２３条の規定につきまして

は但し書きにおきまして令和６年４月１日から施行されておりま

すことから本条例につきましても、第２３条のみを令和６年４月

１日から施行するものです。 

以上、誠に簡単でございますが、議第８号の御説明とさせてい

ただきます。 

 

ではただいまの説明につきましての、御意見、御質問がござい

ましたらお願いいたします。 

御意見等ございませんので、議第８号につきましては意見なし

として市長に回答することといたします。 

次に、「議第９号地方教育行政の組織運営に関する法律第２９
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条の規定により教育委員会の事務に関する議案について意見を市

長に申し出るにつき議決を求めることについて」審議いたしま

す。 

事務局の説明をお願いします。 

 

「議第９号地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 ２９

条の規定により教育委員会の事務に関する議案について意見を市

長に申し出るにつき議決を求めることについて」 教育総務課の

吉田より御説明申し上げます。 

議案書は７７ページから８７ページでございます。 

こちらの議案につきましては、３月４日に開会予定の３月定例

市議会に対し、教育委員会に関連する令和５年度一般会計補正予

算を提案するにあたりまして、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第２９条の規定に基づき、市長より意見を求められてい

るものでございます。 

それでは、７９ページ以降の令和５年度一般会計補正予算概要

書に基づき御説明いたします。 

まず、今回、補正予算を提案するに至った要因は大きく３点ご

ざいます。 

まず、１点目の要因は、国の交付金を活用する事業の中で、国

の令和５年度二次補正予算により交付金の追加内示がされた事業

について、令和５年度予算に増額の補正予算を計上いたしまし

て、いずれも令和６年度に繰越執行するものでございます。 

具体的には８１ページの一段目、事務事業名「中学校施設維持

管理費」を御覧ご覧ください。資料右側の説明欄にありますとお

り、令和６年度に実施予定であった学校施設整備関係事業の財源

として見込んでおりました国の交付金が令和５年度予算に追加さ

れたことから、令和５年度に前倒して予算措置を行うものでござ

います。なお、こちらの事業の実施については令和６年度へ繰り

越して執行いたします。 

次に、説明欄の下の部分でございますが、昨年にもただいまの

御説明と同様の繰越予算措置を行っている関係で、令和５年度当

初予算に二重で年計上していた事業は、令和４年度からの繰越予

算で執行したため、未執行となりました令和５年度予算と事業費

を減額するものでございます。 

なお、８０ページ、８１ページの小学校費および中学校費の学
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校管理および学校施設に関する予算におきましても同様の趣旨に

て補正予算の提案を行うものでございます。 

次に、２点目の要因といたしましては、８５ページを御覧いた

だきたいと思います。８５ページの一段目から四段目までの事務

事業名、小学校および中学校就学援助費でございます。説明欄に

記載のとおり、１月から３月にかけて実施しました学校給食無償

提供に伴う支給不要による減額でございます。 

次に、３点目の要因は、今年度の事業並びに予算を執行するに

あたりまして、事業量の減や入札の結果生じた減額、光熱費の実

績差額についての減額補正を行うものでございます。その他、一

部の事業について歳入の財源更正を行っているところでございま

す。 

こちらにつきましては、各項の説明欄に記載のとおりでござい

ますので、具体的な説明につきましては割愛させていただきま

す。 

最後に、８７ページを御覧ください。 

繰越明許費でございますが、中学校施設維持管理費、中学校建

設事業費では学校施設改修工事関係を、文化施設管理費はアミカ

ホールの改修工事を、先ほど申し上げました国交付金事業を繰り

越しする額の計上をしているものでございます。 

また、社会体育施設整備事業費につきましては、（仮称）新志

津運動公園整備基本計画策定業務の繰越額を計上しているもので

ございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、議第９号の補正予算の御説

明とさせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願

い申し上げます。 

 

ただいまの説明につきまして、御意見、御質問ございましたら

お願いいたします。 

特に意見ございませんので、議第９号は意見なしとして市長に

回答することといたします。 

以上をもちまして本日の議事は終了となりますが、他にござい

ませんか。 

それではこれをもちまして、２月定例会を終わらせていただき

ます。 
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